
日本歯科麻酔学会専門医および認定医の皆様へ 

（アンケートを用いた観察研究に関する情報） 
 

日本歯科麻酔学会では、以下の観察研究を実施しております。この研究は、日本歯科麻酔学会

専門医および認定医へのアンケート結果を用いて行います。このような研究は、厚生労働省・文

部科学省の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」（平成 26 年文部科学省・厚生労働

省告示第 3 号）の規定により、研究内容の情報を公開することが必要とされております。この

研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の問い合わせ先へご照会ください。 

 

[研究課題名]  歯科麻酔医における深鎮静の管理実態調査並びに意識調査 

[研究機関名・長の氏名]  日本歯科麻酔学会・ 理事長 宮脇卓也 

[研究責任者名・所属]   

藤澤 俊明・                                     

日本歯科麻酔学会 歯科麻酔医のための深鎮静ガイドライン策定小部会（部会長）                                           

 [研究分担者] 
歯科麻酔医のための深鎮静ガイドライン策定小部会 部会員： 

 佐藤（朴）會士  

 渋谷真希子    

 樋口 仁     

 星島 宏     

 森本佳成     

 注）アンケート授受関係の協力：日本歯科麻酔学会事務局 

 [研究の目的] 

 「日本における現在の歯科麻酔医による深鎮静管理の実態」、および、「歯科麻酔専門医・認定医が現

状として捉えている深鎮静の概念や深鎮静に対する意識」を明らかにすること 

[研究の方法]  

○対象 

1）対象者 

（１）施設実態調査：無記名回答 

 下記の①〜⑥の施設で働いている歯科麻酔専門医･認定医（約 150施設、各 1名） 

①日本歯科麻酔学会歯科麻酔学指導施設、②日本歯科麻酔学会研修機関、③日本歯科麻酔学会準研

修機関、④歯科麻酔専門医が診療を行っている施設（①〜③との重複を除く）、⑤地域の障害者・障

害児歯科治療センター（④との重複除く）、および⑥静脈内鎮静法を積極的に行っている認定医が働

いている施設（①〜⑤との重複除く）  

（２）歯科麻酔専門医・認定医意識調査：無記名回答 

日本歯科麻酔学会に登録されている歯科麻酔専門医、ならびに、専門医と同数無作為に抽出した

認定医 （292名の歯科麻酔専門医及び、認定医の中から無作為に抽出した308名の合計600名） 

 

 2）除外基準 



 

（１）認定医が所属していない施設 

（２）メールアドレスが公表されていない施設および歯科麻酔専門医･認定医 

 

 3) 送付先電子メールアドレスの取得元   

  （１）施設実態調査 

       ①〜④：本学会事務局が管理している登録データ 

    ⑤：本学会事務局が把握しているデータ 

    ⑥：事前に歯科麻酔学指導施設の長に情報提供依頼のメールを送り、得られたデータ（若干 

     数と推定） 

     （２）歯科麻酔専門医・認定医意識調査 

        本学会事務局が管理している登録データ 

 

 4) 施設実態調査における各施設への具体的送付宛  注：括弧内は、回答を依頼したい対象者  

    なお、回答者は各施設1名とする 

  ①：歯科麻酔学指導医（本人または当該施設で責任のある立場の歯科麻酔専門医；例と 

    して外来医長、医局長など） 

  ②：当該施設の歯科麻酔専門医の責任者（当該施設で責任のある立場の歯科麻酔専門医；例と 

    して本人、外来医長、医局長など） 

  ③：当該施設の歯科麻酔専門医の責任者（当該施設に非常勤で勤務している責任のある立場 

    の歯科麻酔学指導医・専門医） 

  ④：当該施設の歯科麻酔専門医の責任者（本人または当該施設で責任のある立場の歯科麻酔専 

    門医；例として外来医長、医局長など） 

  ⑤：当該施設の歯科麻酔関係の所属科の長（当該施設にて常勤または非常勤で勤務している責 

    任のある立場の歯科麻酔専門医･認定医） 

  ⑥：当該施設の認定医（本人） 

 

 

  

○利用するアンケート情報 

１）主要評価項目： 

 （１）施設実態調査：各施設における「深鎮静の概念」の定義の有無と、定義がある場合のその内容 

 （２）歯科麻酔専門医・認定医意識調査：アンケート回答者が考える「深鎮静の概念」の定義 

2）副次的評価項目 

（１）施設実態調査： 

  ・深鎮静施行施設の割合 

  ・深鎮静管理に伴う合併症の有無とその種類 

  ・深鎮静管理の適応となる症例・処置内容の内訳 

  ・深鎮静管理時の管理専属者の有無 

 

（２）歯科麻酔専門医・認定医意識調査： 

  ・深鎮静管理の適応と考える症例・処置内容の内訳 

  ・深鎮静管理専属者の配置は必須と考えるか否か 

      ・深鎮静維持に有用と考える薬剤の種類 

      ・深鎮静管理に必須と考えるモニタリングの種類 

・ 深鎮静管理に必須と考える準備薬品および準備物品の種類 

・ 深鎮静管理の専属者の配置は必須か否か 



 

・ 必要な飲食制限 

・  

 

[研究実施期間]  

実施許可日から４ヶ月 

 

この研究について、研究計画や関係する資料をお知りになりたい場合は、研究全体に支障

となる事項以外はお知らせすることができます。 

歯科麻酔専門医・認定医意識調査には個人を特定できる情報は含まれません。施設実態調

査で利用する情報に関しては、任意で記載していただく深鎮静に関わる論文や発表の書誌情

報など、個人を特定できる情報は削除して管理いたします。また、研究成果は学会や学術雑

誌で発表されますが、その際も個人を特定できる情報は削除して利用いたします。個人情報

保護については、細心の注意を払います。 

 

＊上記の研究に情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。ただし、

期限を 2019 年 3 月 31 日までとします。学会発表等で公開した後に情報提供不許可の意思表示

をすることはできません。 

   

[連絡先・相談窓口] 

北海道札幌市北 13 条西 7 丁目  

北海道大学大学院歯学研究院 口腔病態学分野 歯科麻酔学教室 

藤澤俊明 

電話 011-706-4397 

電子メールアドレス fujitosi@den.hokudai.ac.jp 


